Capillaria hepatica 感染によるクリオグロブリン血症 : マウス病態モデルの作出と病理発生に関する研究 by 相原 尚之 et al.
第 87回麻布獣医学会講演要旨 103
【背景及び目的】























IgMκ 陽性細胞が IgMλ 陽性細胞に比べて有意に増加
していた。以上の所見から，本症がモノクローナル
な IgM型 RFとポリクローナルな IgAから構成される
Ⅱ型 CG血症であることを示した。脾臓で増加する B
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